
マレーシア旅行に関する Q&A 

1. 気候・服装 

• 気候: マレーシアは熱帯気候で、年間を通じて高温多湿です。気温は平均 25

〜32℃程度で、降水量が多い地域もあります。雨期は 5月から 10月にかけて

ですが、短時間のスコールが頻繁に発生します。 

• 服装: 軽装が基本ですが、冷房の効いた屋内施設（ショッピングモールや公共

交通機関）では冷えることがあるので、薄手のカーディガンなどがあると便

利です。寺院やモスクを訪れる際は、肩や膝を隠す服装が求められます。 

2. 両替について 

• 通貨: マレーシアの通貨はリンギット（MYR）です。 

• 両替: 両替所や銀行、空港、市街地のショッピングモールで両替可能です。ク

アラルンプールや主要都市では、比較的レートの良い両替所もあります。ク

レジットカードの利用も広く可能ですが、現金も一部の場所で必要です。 

3. 電圧・コンセント（プラグ） 

• 電圧: 240V、50Hz 

• プラグ: BF型（Type G）。三角形の 3ピンのコンセントが一般的です。変換プ

ラグを持参すると安心です。 

4. チップ 

• マレーシアでは基本的にチップの習慣はありません。レストランでは 10%の

サービス料が請求書に含まれていることが多く、追加のチップは不要です。

ただし、特別に良いサービスを受けた場合は、少額のチップ（数リンギッ

ト）を渡すこともあります。 

5. ドレスコード 

• レストランやホテルではカジュアルな服装が許容される場所が多いですが、

高級レストランやフォーマルな場面ではスマートカジュアルやフォーマルな

服装が求められることがあります。モスクや寺院訪問時は肌の露出が少ない

服装を選びましょう。 

6. ホテルアメニティ 



• 一般的なホテルでは、シャンプー、コンディショナー、歯ブラシ、タオルな

どの基本的なアメニティが用意されています。高級ホテルではより充実した

アメニティが提供されることが多いですが、簡易的な宿泊施設やホステルで

は持参することが推奨されます。 

7. タクシー初乗り（移動手段） 

• タクシー: クアラルンプールのタクシーの初乗り料金は約 3リンギットです。

ただし、メーターを使わないタクシーも多いため、乗車前に料金を確認する

か、配車アプリ（Grabなど）を利用するのが一般的です。 

• 他の移動手段: 電車（MRT、LRT）、バス、モノレールもあり、都市部では交通

インフラが発達しています。特に Grabは安全で便利な移動手段として多く利

用されています。 

8. 物価について 

• 物価: 物価は日本と比べて安いです。食事はローカルのレストランであれば 1

食 10〜20リンギット程度で食べることができますが、高級レストランや輸入

品は高額です。日用品や交通費も比較的安価です。 

9. 観光地などでのマナーについて 

• 宗教的施設: モスクや寺院などを訪れる際は、敬意を示し、服装や行動に気を

付ける必要があります。肩や膝を隠す服装が求められ、靴を脱ぐことが一般

的です。 

• 公共の場での行動: 公共の場での過度なスキンシップや騒音を出す行動は避け

るべきです。特に保守的な地域では、慎み深い行動が求められます。 

10. 免税（独自のルールや注意点があれば） 

• マレーシアでは、空港の免税店や特定のショッピングモールで免税品を購入

できます。観光客向けの**「Tourist Refund Scheme（TRS）」**は、特定の条

件を満たした場合に、GST（Goods and Services Tax）の払い戻しを受けられ

ますが、詳細なルールを事前に確認することをお勧めします。 

11. 入国に際して（Visaや特別な対応が必要であれば） 

• 日本国籍の場合: 90日以内の観光やビジネス目的の滞在であれば、ビザは不

要です。ただし、パスポートの残存有効期間が入国時に 6ヶ月以上必要で

す。 



• その他の国籍の場合: ビザ要件は国によって異なるため、事前に確認が必要で

す。 

12. その国で注意が必要なこと 

• 宗教・文化的な習慣: マレーシアは多民族・多宗教国家であり、特にイスラム

教徒の人口が多いです。公共の場では、宗教や文化に敬意を払い、イスラム

教徒の祈りの時間や習慣に配慮することが重要です。 

o スキンシップ: 公共の場での過度なスキンシップ（特にキスやハグ）は

避けるべきです。 

o ドリアンの持ち込み: 多くのホテルや公共交通機関では、強い臭いを放

つドリアンの持ち込みが禁止されています。 

o アルコール: イスラム教徒に対してアルコールを提供したり、イスラム

教徒のいる場でアルコールを飲むことは避けるべきです。 

これらの情報を参考に、マレーシアでの快適で安全な旅行を楽しんでくだ

さい。 

 


